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月

■町長選挙で山田年伸氏２期目当選を果たす（町役
場・７月７日）

『腰掛けて』
ちょっと腰掛けて、前半の成績を振り返る

力が入ったのか、抜けたのか

あれがこうで

これがこうだったからか・・・

ここいらで

一休み、一休み

■グラウンドゴルフ交歓大会（大鰐温泉サマーフェス

ティバル・７月18日）
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■　町の話題　■

話題
Ｔｏｐｉｃｓ

第
12
回
あ
じ
ゃ
ら

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
成
績

　
大
鰐
町
硬
式
テ
ニ
ス
協
会（
会
長

成
田
幸
正
）主
催
の
第
12
回
あ
じ
ゃ

ら
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
が
６
月
８
日
、大
鰐
町
あ
じ
ゃ
ら

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
24
組
が
参
加
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

○
大
会
成
績

▽
優
勝
　
竹
谷
文
孝
・
藤
崎
美
佳
子

　
（
五
所
川
原
市
）

齊藤委員長より山田氏に当選証書が付与される

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

開
催
が
町
内
小
学
校（
６
月
か
ら
８

月
）
で
実
施
さ
れ
、
６
月
30
日
の
長

峰
小
学
校
で
行
な
わ
れ
た
講
座
で

は
、６
年
生
の
児
童
16
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

大
鰐
町
長
選
挙

【
７
／
６
】山
田
年

伸
氏
が
当
選

　
任
期
満
了
に
伴
う
大
鰐
町
長
選

挙
が
７
月
１
日
に
告
示
、７
月
６
日

に
投
票
が
行
な
わ
れ
、町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
即
日
開
票
の
結
果
、現

職
の
山
田
年
伸
氏
（
62
歳
）
が
新
人

の
成
田
裕
一
氏
（
57
歳
）
を
抑
え
て

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
翌
７
日
に
は
、町
役
場
の
第
四
会

議
室
に
お
い
て
齊
藤
文
則
選
挙
管

理
委
員
長
よ
り
当
選
証
書
が
山
田

氏
に
付
与
さ
れ
、報
道
陣
か
ら
当
選

に
つ
い
て
感
想
を
求
め
ら
れ
る
と
、

「
町
民
の
期
待
を
改
め
て
感
じ
た
。

二
期
目
も
初
心
に
返
っ
て
尽
力
し

大
鰐
財
産
区
議
会
議

員
補
欠
選
挙

　　
大
鰐
財
産
区
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
７
月
６
日
に
行
な
わ
れ
、福
士

一
由
氏
が
得
票
数
９
０
４
票
を
得

て
当
選
と
な
り
、７
月
７
日
に
齊
藤

文
則
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
当
選

証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

た
い｣

と
、
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

■
開
票
結
果

当
選
　
山
田
年
伸
氏（
４
、５
３
５
票
）

  

　
　
成
田
裕
一
氏
　（
８
６
９
票
）

●
有
権
者
数
９
、２
７
３
●
投
票
者

数
５
、
４
７
０
●
投
票
率
５
８
・
９

９
％

　
児
童
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

よ
り「
認
知
症
と
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、「
高
齢
者
が
道
に
迷
っ
て
い
た

り
、自
動
販
売
機
の
前
で
飲
み
物
を

買
え
な
い
で
困
っ
て
い
る
場
面
」を

想
定
し
た
寸
劇
形
式
の
演
題
に
取

組
み
、
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
ど
の

よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
か
を
各
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、発
表
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、「
優
し
く
声
が
け
す
る
」

「
何
が
困
っ
て
い
る
の
か
を
聞
く
」

「
手
助
け
す
る
と
き
に
は
、
自
分
が

で
き
な
い
そ
う
に
無
い
と
き
に
は
、

周
り
の
人
に
も
応
援
を
求
め
る
」な

ど
、思
い
や
り
の
あ
る
行
動
で
接
す

る
こ
と
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▽
準
優
勝
　
秋
葉
和
幸
・
秋
葉
久
美

子
（
鶴
田
町
）
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Ｔｏｗｎ

町の
第
64
回｢

社
会
を

明
る
く
す
る
運

動｣

町
民
総
決
起

大
会

　
第
64
回｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動｣

の
町
民
総
決
起
大
会
が
７
月
８

日
、大
鰐
中
学
校
を
会
場
に
同
校
生

徒
ら
関
係
団
体
、約
２
８
０
人
が
参

加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
委
員
長
の
山
田
町
長
が「
こ

の
運
動
は
、す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
社
会
を
築
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
全
国
的
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。
今
年
の
重
点
事
項

は
〝立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
み
に

つ
い
て
の
協
力
の
拡
大
、
就
労
・
住

居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
推
進〟
と
な
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
・
学
校
・
職
場･

地
域
が

一
体
と
な
っ
て
犯
罪
の
防
止
に
努

め
、明
る
い
社
会
を
築
こ
う
」と
、あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
々
木
重
喜
署
長
（
黒
石

警
察
署
）
が｢

凶
悪
事
件
の
発
生
は

見
ら
れ
て
い
な
い
。
大
鰐
町
で
は

国
道
７
号
線
が
あ
り
な
が
ら
、５
８

３
日
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成

し
て
お
り
、関
係
皆
様
方
の
熱
意
に

よ
る
も
の
で
す
。
高
齢
者
の
詐
欺

被
害
は
、
今
尚
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
ほ
し
い｣

と
、
あ
い
さ

つ
。

　
大
鰐
中
生
徒
会
長
の
成
田
二
千

翔
君
が「
規
律
あ
る
行
動
で
明
る
く

住
み
良
い
町
に
」
と
、
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
、大
鰐
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

菊
池
啓
介
会
長
が「
犯
罪
防
止
と
更

生
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、町
民

総
ぐ
る
み
で
明
る
い
町
づ
く
り
の

た
め
の
活
動
を
展
開
す
る
」
と
、
大

会
宣
言
を
行
な
い
、社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
へ
の
参
加
と
理
解
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
小
山

威
光
氏
が
表
彰

　
大
鰐
町
人
権
擁
護
委
員
の
小
山

威
光
氏（
大
１
）が
、多
年
に
亘
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、国
民
の
人
権

擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に

貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、法
務
省
人

権
擁
護
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
に
横

山
圭
一
氏
、森
山
正
夫

氏　
３
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
横
山
圭

一
氏（
長
峰
）、森
山
正
夫
氏（
蔵
館
５

Ａ
）
の
両
氏
に
平
成
26
年
７
月
１
日

付
け
で
、
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
状（
任
期
３
年
）が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

　
両
氏
と
も
平
成
23
年
７
月
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
お
り
、
２
期
目
の
再
任
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
地
域
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
更

な
る
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

横山圭一氏 森山正夫氏

つ
つ
じ
剪
定
実
施

　
茶
臼
山
公
園
の
つ
つ
じ
の
剪
定

が
６
月
27
日
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
公
園
の
指
定
管
理
者
で
あ
る

東
洋
建
物
管
理
弘
前
支
社（
取
締
役

支
社
長
今
井
政
憲
）が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
行
な
っ

た
も
の
で
、参
加
者
は
専
門
業
者
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
熱
心
に
鋏
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
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■　保健福祉課だより・町の話題　■

　
第
46
回
大
鰐
町
小
学
校
体
育
祭
が
６
月
６
日
、
大
鰐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■400ｍＲ（分：秒）　（※は新記録です）

女
①大鰐

※

1：03.31 ②長峰
※

1：04.62 ③第二 1：07.21
男
①大鰐

※

1：00.73 ②長峰 1：06.23 ③蔵館 1：06.93

■800ｍ（分：秒）
４女
①三浦結菜（大）3：25.03 ②藤田英未（大）3：36.38 ③中畑利彩（蔵）3：47.40
５女
①馬上　凛（大）2：57.21 ②渡邊美桜（二）2：57.45 ③原子みすず（長）3：02.80
６女
①澤田詩音（蔵）2：52.29 ②原子愛美（長）3：01.77 ③山田茉奈（大）3：01.96
４男
①三浦洸平（大）2：56.33 ②對馬颯斗（大）3：06.36 ③水木柊太（長）3：15.29

澤田詩音さん（蔵小６年）が
選手宣誓

■100ｍ（秒）
４女
①丹代梨琴（大） 17.18 ②佐々木里和（長）17.87 ③山田梨央（大） 18.02
５女
①藤田みなみ（蔵）16.19 ②木田爽良（大） 16.70 ③佐々木里佳（長）16.86
６女
①栗林祐依（長） 15.38 ②原子美空（大） 15.54 ③浅利歩香（大） 15.86
４男
①渋谷秀斗（大） 15.66 ②山谷雄聖（大） 17.18 ③大湯龍一（長） 17.62
５男
①長利斗真（二） 15.44 ②三上春優（大） 15.67 ③成田太陽（長） 15.82
６男
①中村陽美喜（大）14.96 ②外崎舜大（大） 15.66 ③石戸谷冬翔（蔵）15.84

第
46
回
大
鰐
町
小
学
校
体
育
祭

■1000ｍ（分：秒）
５男
①石郷汐音（長）3：22.68
②平田翔斗（大）3：32.23
③齋藤俊作（大）3：59.21
６男
①三浦寛斗（大）3：14.82
②馬上　陸（大）3：17.80
③外崎幸星（二）3：25.98

■200ｍ（秒）
５女
①髙橋美乃（長） 35.97 ②平井　彩（大） 36.98
６女
①山谷琴乃（大） 33.17 ②伊藤　梓（長） 36.05 ③松岡歩希（蔵） 38.65
５男
①原子陽貴（長） 33.81 ②太田悠飛（大） 34.45 ③石井響心（蔵） 36.27
６男
①阿保　凌（大） 34.48 　

■走り幅跳び（ｍ）
４女
①石郷双葉（大） 2.93 ②下山伶菜（蔵） 2.84 ③齋藤美羽（長） 2.71
５女
①下山七海（長） 3.13 ②幸山凜菜（二） 3.12 ③須藤陽菜（大） 2.96
６女
①山田愛蘭（大） 3.45 ②藤田夏帆（蔵） 3.36 ③大湯梨々華（二） 2.85
４男
①下山朝陽（大） 3.10 ②松岡尚之（蔵） 2.91 ③水木龍伸（長） 2.77
５男
①木村真輝（大） 3.43 ②岩渕正樹（蔵） 3.13 ③齋藤啓一（大） 3.12
６男
①島内来樹（蔵） 3.34 ②佐藤稜汰（大） 3.33 ③木田魁星（二） 3.14

■ボール投げ（ｍ）
４女
①髙谷紫苑（大） 30.56 ②畑中百夏（大） 27.72 ③佐々木涼香（長）15.38
５女
①神　梨央（大） 38.10 ②石郷朱麗（長） 31.84 ③幸山樹佳（二） 30.08
６女
①須藤菜 （々大） 45.99 ②山内里桜（大） 45.61 ③横山史苑（蔵） 21.50
４男
①築舘陽知（長） 38.07 ②須藤大貴（大） 34.28 ③浅利覇達（大） 33.32
５男
①山口　遼（大） 51.17 ②石郷一輝（長） 47.45 ③藤田一斗（長） 41.84
６男
①鳴海　蓮（二） 52.44 ②小野魁斗（二） 52.38 ③境　啓太（大） 49.74
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しゅんのすけ

山田駿乃介ちゃん
（博昭・宿川原）

り さ

工藤梨紗ちゃん
（理守・八幡館）

ゆう ま

佐々木侑真ちゃん
（大・大鰐６Ｂ）

ゆうしん

石郷優心ちゃん
（雄樹・唐牛）

えいしん

成田瑛信ちゃん
（厳信・虹貝）

みお

渡邊　澪ちゃん
（英晃・居土）

とも か

石川朋佳ちゃん
（貴教・蔵館５Ｂ）

む
し
歯
の
な
い
子
は

だ
ー
れ
だ
!!

３歳児
健診

　
町
主
催
の
３
歳
児
健
診
が
６
月
26
日
、
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
診
者
の
中
で
む
し
歯
の

な
か
っ
た
子
供
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●保健福祉課だより

　町では、肺がん・結核検診を例年どおり下記日程

で行ないますので、検診を希望される方は、都合の

よい会場にお越しください。

対象者　大鰐町に住所がある方で40歳以上の方（昭

和50年３月31日以前に生まれた方）。６月、７月の

複合検診で肺がん検診を受けた方、または病院等で

レントゲン検査を受けた方は対象になりません。

持ち物　保険証、健康手帳、集検受診カード（ピン

ク）

料金　大鰐町国民健康保険加入者･･･200円、社会保

険加入者･･･400円、70歳以上の方・生活保護受給

者･･･無料。

注意事項　シャツ、下着等にボタン、金具、プリント

模様のついているものは着用しないでください。

　女性の方はブラジャーを取っていただくか、金

具、ホックのないものを着用してください。

《平成26年度巡回肺がん・結核検診日程》

【８/28(木)】●高野新田・9：00～9：15（高野新田多目的集会セ

ンター）●居土・折紙・9：25～9：40（居土多目的集会センター）

●三ツ目内・9：50～10：15（三ツ目内生活改善センター）●森

山・10：25～10：50（森山研修センター）●八幡館・11：00～11：15

（八幡館社会福祉館）●鯖石・11：25～11：35（鯖石地区集会施

設）●宿川原・11：45～11：55（宿川原生活改善センター）●虹

貝・大７Ｃ・13：15～13：30（虹貝コミュニティセンター）●虹

貝新田・13：40～13：50（虹貝新田へき地保健福祉館）●早瀬

野・14：00～14:30（早瀬野多目的集会センター）●島田・14：40

～14：50（森林浴交流センターしまだ）

【８/29(金)】●駒ノ台・日の出・前田ノ沢・9：00～9：10（駒ノ台

へき地保健福祉館）●駒木・9：20～9:30（駒木創作館）●唐牛・

9：40～10：10（唐牛構造改善センター）●九十九森・10：20～

10：35（九十九森公民館）●長峰・10：40～10：55（長峰研修セン

ター）●苦木・11：05～11：15（苦木多目的集会センター）●元

長峰・11：25～11：40（元長峰多目的集会センター）●蔵館・13：

00～13：40（大鰐町総合福祉センター）●大鰐・14：00～14:40

（大鰐町中央公民館）

　※住所のある地区で受診できない場合は、他の地区でも受

診できます。

　※不明な点は下記までお問い合わせください。

■詳しくは　町役場保健福祉課48－2111内線309（会津）

●保健福祉課だより

肺がん・結核検診日程のお知らせ
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消防署　南分署

48－2108

平成26年度全国統一防火標語　

■　警察署・消防だより　■

熱
中
症
に
注
意
!

　　
今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
、熱
中
症
に
注
意

し
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
と
は
、
炎
天
下
や
高
温
・

多
湿
の
環
境
下
で
起
こ
る
異
常
↓

「
熱
け
い
れ
ん
」・「
熱
射
病
」な
ど
の

総
称
で
す
。

　
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、①

炎
天
下
や
非
常
に
暑
い
場
所
で
の

長
時
間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
を
避

け
る
。
②
水
分
を
十
分
に
補
給
す

る
。
③
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
を

し
な
い
。
④
こ
ま
め
に
休
憩
を
と

る
。
⑤
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
・

日
傘
を
さ
す
な
ど
、直
接
日
光
に
あ

た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
以
上
の

こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
　

　
も
し
、体
調
に
異
常
が
生
じ
た
ら

次
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
応
急
処

置
を
ほ
ど
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
　
東
消
防
署
南
分
署


48
―
２
１
０
８

異常の発生

■熱けいれん
大量の発汗があり、水のみを補給
した場合に血液の塩分濃度が低
下して起こるもので、筋の興奮性
が亢進して、四肢や腹筋のけいれ
んと筋肉痛が起こる。

■熱疲労
脱水によるもので、全身倦怠
感、脱力感、めまい、吐き気、
嘔吐、頭痛などが起こる。頻
脈、顔面蒼白となる。体温の
上昇は顕著ではない。

■熱射病（重症）

体温調節が破綻して起こり、高体温で種々
の程度の意識障害が起こる。足がもつれ
る・ふらつく・転倒する、突然座り込む・立
ち上がれない、応答が鈍い、意識がもうろ
うとしている、言動が不自然など少しでも
意識障害がある場合には、熱射病を疑う。

■生理食塩水
を補給する。

■水分を
補給する

■すぐに救急車を
要請し、同時に応
急手当を行う。

■回復しない
ときは救急車
を要請!!

※回復した場合も、
容態が急変するこ
とがあるので、運
動は中止し、保護
者に経過を説明し
て、できるだけ病
院等に受診させる
ようにしましょう。

回復

■回復しない
ときは救急車
を要請!!

救急車到着までの間、
積極的に体を冷やす。
☆水をかけたり、濡れ
タオルを当てて扇ぐ。

ワンポイント！
上記に加えて、氷やア
イスパックがあれば、
頭部、脇の下、足の付け
根などの大きい血管を
冷やすのも効果的！

※できるだけ迅速に体温を下げるこ
とができれば、救命率が上がります!!

■足を高くして寝
かせ、手足を末梢
から中心部に向け
てマッサージする
のも効果的

（0.2％食塩
水あるいは
スポーツド
リンク等）

（0.9％食塩水
＝１リットル
の水に９ｇの
食塩）

■病院へ!!
体を冷やしながら、設備や治療ス
タッフが整った集中治療のできる病
院へ一刻も早く搬送しましょう！

■病院へ!!
吐き気や嘔吐などで水分補給が
できない場合は、病院へ運び点滴
を受ける必要があります。

ゆる

涼しい場所に運び、衣服を緩めて寝かせる。次のような症状が
みられる場合は、速やかに必要な手当や措置をとる。

１Ｌの水

９ｇの
食塩

２ｇの
食塩

１Ｌの水

あるいは

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ
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『
振
り
込
め
詐
欺
』
等
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
! 

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
黒
石
警
察
署
大
鰐
分
庁
舎
ま
で

黒石警察署
大鰐分庁舎
だより

48－2241

■黒石警察署大鰐分庁舎管内交通事故発生状況（平成26年６月末累計）

　13

０

19

　67

　

　５

　０

　８

　－15

　

 17

０

23

　88

発生件数

死者

傷者

人
身
事
故

大鰐町大鰐分庁舎管内

物件事故

26年前年比26年 前年比

　４

０

　８

－８

　　

●―――広報　おおわに・平成26年８月号―――●

■『警察安全相談窓口を利用しよ

う』

　９月11日は「警察相談の日」です。

　警察本部と各警察署では、ＤＶな

どの暴力、ストーカー、高金利、サイ

バー犯罪、薬物乱用、振り込め詐欺

などの事件・事故による被害の未然

防止に関する相談に応じています。

　警察本部の警察安全相談室には、

相談専用電話として『♯9110』番を

開設し、専門の相談担当者が応対し

ております。携帯電話やＰＨＳか

らも利用可能ですが、ダイヤル回線

電話や一部のIＰ電話からは利用で

きませんので、その場合は「017－

735－9110」や各警察署の代表電話

（黒石警察署0172－52－2311）を

ご利用ください。（どちらも通話料

は有料です。）

　警察での相談は、24時間対応して

います。

　夜間や土日・祝祭日・年末年始は、

当直の警察官が対応することにな

りますので、専門の相談担当者に相

談したい場合は、平日の８:30～17:

00にお願いします。

■警察官Ｂ・少年補導職員を募集

します

　　～この正義、真剣勝負～

　青森県警察本部では、警察官Ｂ

（大卒以外）採用試験及び少年補導

職員選考採用試験を行います。

受験職種　警察官Ｂ　男性35人程

度、女性６人程度

受験資格　○昭和57年４月２日以

降から平成９年４月１日までに生

まれた者。

　ただし、学校教育法による大学

（以下「大学」という。）を卒業した者

又は平成27年３月31日までに大学

を卒業する見込みの者（人事委員会

が同等の資格があると認める者を

含む。）を除く。　

受験職種　少年補導職員　２人程

度

受験資格　○昭和60年４月２日か

ら平成７年４月１日までに生まれ

た者で、活字印刷による出題に対応

できる者。

受験職種　警察事務　５人程度

受験資格　○平成５年４月２日か

ら平成９年４月１日までに生まれ

た者で、活字印刷文による出題に対

応できる者。

受付期間　○警察官Ｂ及び少年補

導職員　７月28日（月）～９月５日

（金）　○警察事務　８月11日（月）

～９月５日（金）

第一次試験　警察官Ｂ、少年補導職

員及び警察事務　９月28日（日）

試験場所　青森市、八戸市、弘前市

　警察官Ｂ（男性）のみ、他県の警察

官を志望する人も同時に受験する

ことができます。（受験資格は志望

する都県に問い合わせてくださ

い。）

　また、受験資格等は変更になるこ

とがありますので、詳細について

は、それぞれの試験案内で確認して

ください。

◎受験手続及び案内、その他の問合

せ先　黒石警察署大鰐分庁舎48

－2241

■帰省の際は余裕のある計画を

たてよう

　夏祭りやお盆の時期となり、ふる

さとへの帰省が始まります。

　また、海や山への家族旅行など高

速道路を利用しての長距離ドライ

ブも増える季節となりました。

　例年、この時期は高速道路の交通

量が大幅に増加することや、暑さで

つい気がゆるむことから交通事故

が多く発生する傾向にあります。

　帰省やレジャーを安全・安心で楽

しいものにするため、次のことに注

意して下さい。

○余裕のある計画を立てよう

　時間に余裕がないとイライラ運

転となり、安全運転に影響しますか

ら、気象予報の確認や、十分な余裕

をもった計画を立てて出発しま

しょう。

○定期的に休憩をとろう　　　　

　長時間の運転は目の疲れ等から、

注意力散漫となり居眠り運転につ

ながります。２時間に１度はサー

ビスエリアやパーキングエリアを

利用して休憩をとるようにしま

しょう。

○もしも、事故や故障の場合は！

　高速道路上で事故を起こしたり、

エンジントラブル等により停止し

た場合は、三角表示板を表示し安全

な場所に待避してください。

　万が一停止した場合は、二次被害

に遭わないために次の３原則を

守って下さい。

①高速道路上に立たない

②車両内に残らない

③安全な場所に待避する

■運転自主返納した高齢者への

支援について

　青森県警察では、高齢等の理由で

運転に不安を感じ、自主的に運転免

許を返納した方に対し、県内の支援

協賛店を通じて、タクシー運賃割

引、利用料金割引、商品宅配サービ

ス等の日常生活支援を実施してお

ります。

　この支援を受けるためには、自主

的に運転免許を返納して運転経歴

証明書の交付申請をしていただき、

交付を受けた運転経歴証明書を県

内の支援協賛店に提示してくださ

い。

　なお、運転経歴証明書は、顔写真

付きで身分証明書として使用する

ことができます。

◎運転免許自主返納者支援事業

【支援を受けるまでの流れ】

①運転免許を返納する。

②運転経歴証明書を申請し、交付を

受ける。

③支援協賛店に運転経歴証明書を

提示する。

④支援協賛店の支援を受けること

ができます。
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■　議会・住民生活課・県教育庁だより　■

■
ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の

任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、保
険
料
の

納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期

間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
が
、こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
）

　
ま
た
、海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ

方
も
、国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
（
区
）
役
所
ま
た
は
町
村
役

場
、年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
！ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
・
一

部
免
除
・
法
定
免
除
）
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が

あ
る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、10

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納

め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

の
追
納
の
場
合
、当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、残
り
の
納
付

す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

　「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

が
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
よ
り
古
い

（
先
に
経
過
し
た
）
月
分
で
あ
る
場
合
は
、「
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
が
優

先
し
ま
す
。

　
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
「
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に

経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、ど
ち
ら
を
優

先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

　「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

の
中
で
は
、先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
の
中
で
は
、

先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
※
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は
お
近
く
の

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金

●
住
民
生
活
課
だ
よ
り

●
県
教
育
庁
だ
よ
り

平
成
26
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
に
つ
い
て

　
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は
、学
校
教

育
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、病
気
な
ど
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
保
護
者
が
義
務

教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
又

は
免
除
さ
れ
た
子
に
対
し
て
、高
等
学
校
入
学

に
関
し
、中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

に
国
が
行
う
試
験
で
あ
り
、合
格
し
た
者
に
は

高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

１
　
受
験
資
格

　
次
の
（
１
）
～
（
４
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
が
受
験
で
き
ま
す
。

（
１
）
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
者
又
は

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
者
で
、平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る

も
の

（
２
）
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
又

は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
、
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す
る
者
で
、そ
の
年
度

の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い

（
（
４
）
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ

る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
も
の

（
３
）
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳
以

上
に
な
る
者
（
（
１
）
及
び
（
４
）
に
掲
げ
る
者

を
除
く
。
）

（
４
）
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る

も
の

２
　
試
験
科
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
学
校
の
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
外
国

語
（
英
語
）
の
５
教
科
で
す
。

３
　
願
書
配
布
・
出
願
期
間

　
平
成
26
年
８
月
28
日（
木
）～
９
月
16
日（
火
）

　
※
平
成
26
年
９
月
16
日
（
火
）
の
消
印
有
効

４
　
試
験
の
期
日

　
平
成
26
年
10
月
30
日
（
木
）
に
青
森
県
教
育

庁
教
育
委
員
会
室（
青
森
市
新
町
二
丁
目
３
―

１
　
青
森
県
警
察
本
部
庁
舎
６
階
）で
実
施
し

ま
す
。

５
　
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
試
験
の
詳
細
は
、文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、以
下
の
問
い
合
わ
せ
先

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
１
０
０
―
８
９
５
９
　
東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
３
―
２
―
２
　
文
部
科
学
省
生
涯
学

習
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
認
定
試
験
第
二

係

０
２
―
５
２
５
３
―
４
１
１
１

（
１
）
試
験
に
関
す
る
こ
と
（
内
線
２
０
２
４
・

２
６
４
３
）

（
２
）
証
明
書
に
関
す
る
こ
と
（
内
線
２
５
９

０
～
２
５
９
１
）

　
※
青
森
県
教
育
委
員
会
で
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
　
青
森
県
教
育
庁
　
生

涯
学
習
課
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ

０
１
７
―

７
３
４
―
９
８
８
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
―
７

３
４
―
８
２
７
１

年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
　
町
役
場
住
民
生
活
課
　
国
民

年
金
係

48
―
２
１
１
１
内
線
３
２
７（
北
山
）
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６月定例議会　一般質問

○町政ここが聞きたい●

　
　
①
空
き
家
対
策
の
取
組
み
は

　
　
如
何
に

　
　
②
町
の
就
学
援
助
制
度
の
認

　
　
定
基
準
を
問
う

問
①
　
一
、昨
年
三
月
定
例
会
で「
建

物
等
は
、所
有
者
が
適
正
に
管
理
す

べ
き
で
あ
り
、こ
れ
ら
に
関
す
る
責

任
と
義
務
に
つ
い
て
所
有
者
へ
指

導
を
進
め
る
。」と
答
弁
。
「
責
任
と

義
務
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。

二
、こ
れ
ま
で
指
導
し
た
件
数
及
び

実
効
性
の
あ
っ
た
ケ
ー
ス
は
何
件

で
、
ど
の
よ
う
な
事
例
か
。

三
、「
空
き
家
条
例
」
制
定
は
、
ど
の

程
度
煮
詰
っ
て
い
る
か
。

答
①（
町
長
）　
一
、建
築
基
準
法
で

建
築
物
の
所
有
者
等
は
建
築
物
を

常
時
適
法
な
状
態
に
維
持
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
著
し
く
保
安
上
危
険
又
は
著
し

く
衛
生
上
有
害
で
あ
る
場
合
、猶
予

期
限
を
つ
け
て
必
要
な
措
置
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
三
件
ほ
ど
で
、
二
件
は
連
絡
を

取
り
除
却
に
至
っ
た
。
残
り
の
一

件
は
文
書
で
お
願
い
し
た
が
、理
解

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
、県
内
で
は
十
市
町
村
が
空
き
家

条
例
を
制
定
。
近
隣
で
は
藤
崎
町

が
制
定
済
み
。

　
町
と
し
て
は
、国
の
法
制
化
の
動

き
が
あ
る
の
で
、そ
れ
ら
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問
②
　
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の

小
・
中
学
生
に
援
助
す
る
の
が
就
学

援
助
制
度
。
子
供
の
将
来
が
、生
ま

れ
た
家
庭
の
経
済
的
事
情
で
大
き

く
影
響
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会

実
現
へ
の
一
助
た
り
得
る
制
度
。

　
認
定
基
準
を
厳
し
く
し
、援
助
の

対
象
者
を
減
ら
す
自
治
体
が
相
次

い
で
い
る
。
拡
充
こ
そ
あ
れ
、縮
小

の
方
向
に
あ
る
と
す
れ
ば
残
念
で

あ
る
。

一
、昨
年
度
に
比
べ
認
定
基
準
を
厳

し
く
し
た
か
否
か
。

二
、我
が
町
と
弘
前
市
と
の
認
定
基

準
に
は
、
差
が
あ
る
か
。

　
対
比
の
た
め
に
、
援
助
費
目
、
援

助
額
、
差
異
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
②（
教
育
長
）　
一
、認
定
基
準
の

変
更
は
な
い
。

二
、
認
定
基
準
に
差
は
な
い
。

　
援
助
費
目
は
、
小
学
校
、
校
外
活

動
等
参
加
費
の
宿
泊
な
し
の
場
合

は
、
大
鰐
町
千
五
百
十
円
、
弘
前
市

千
五
百
五
十
円
で
、
四
十
円
の
差
。

　
宿
泊
あ
り
の
場
合
は
、大
鰐
町
は

援
助
し
て
い
な
い
が
、弘
前
市
は
三

千
五
百
七
十
円
を
援
助
。

　
学
用
品
費
は
、大
鰐
町
一
万
千
百

円
、
弘
前
市
一
万
千
四
百
二
十
円

で
、
三
百
二
十
円
の
差
。

　
新
入
学
児
童
の
た
め
の
学
用
品

費
は
、
大
鰐
町
一
万
九
千
九
百
円
、

弘
前
市
二
万
四
百
七
十
円
で
、五
百

七
十
円
の
差
。

　
体
育
実
技
用
具
費
は
、弘
前
市
は

小
学
校
一
年
生
と
四
年
生
の
二
回
、二

万
六
千
二
十
円
を
援
助
。
大
鰐
町

は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
中
学
校
は
、校
外
活
動
等
参
加
費

の
宿
泊
な
し
の
場
合
は
、大
鰐
町
二

千
百
八
十
円
、弘
前
市
二
千
二
百
四

十
円
で
、
六
十
円
の
差
。

　
学
用
品
費
は
、大
鰐
町
二
万
千
七

百
円
、弘
前
市
二
万
二
千
三
百
二
十

円
で
、
六
百
二
十
円
の
差
。

　
新
入
学
生
徒
の
た
め
の
学
用
品

費
は
、
大
鰐
町
二
万
二
千
九
百
円
、

弘
前
市
二
万
三
千
五
百
五
十
円
で
、六

百
五
十
円
の
差
。

　
体
育
実
技
用
具
費
は
、弘
前
市
は

中
学
一
年
生
の
時
だ
け
三
万
七
千

三
百
四
十
円
援
助
。
大
鰐
町
は
援

助
し
て
い
な
い
。

　
大
鰐
町
と
弘
前
市
の
差
額
は
、消

費
税
が
八
％
に
な
っ
た
が
、そ
の
内

の
引
き
上
げ
ら
れ
た
三
％
分
を
計

上
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
発

生
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
は
、三
％
を
加
え
た

援
助
額
に
し
、今
ま
で
援
助
し
て
い

な
か
っ
た
費
目
も
弘
前
市
と
同
等

に
援
助
し
て
い
く
。

　
　
①
人
口
減
少
対
策
の
た
め
専

　
　
門
部
署
の
設
置
を
望
む

　
　
②
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
い
つ

　
　
に
な
る
の
か
　
　
　
　
　
　

　
　
③
鳥
獣
対
策
と
し
て
、捕
獲
機

　
　
の
貸
し
出
し
を
検
討
し
て
ほ

　
　
し
い

問
①
　
日
本
創
成
会
議
が
推
計
し

た
二
〇
四
〇
年
時
点
の
市
町
村
別

人
口
が
発
表
さ
れ
た
。

　
町
の
人
口
予
測
は
、二
〇
三
五
年

に
は
六
千
四
百
三
十
五
人
と
推
計
。

若
年
女
性
が
減
る
と
小
学
校
の
入

学
者
が
二
、
三
人
と
な
り
、
ま
ず
教

育
か
ら
崩
れ
、次
に
地
域
活
動
が
成

り
立
た
な
く
な
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
若
者
が
結
婚
し
、子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
政
策

集
中
の
た
め
、仮
称「
人
口
対
策
室
」

の
設
置
を
要
望
す
る
。

答
①
（
町
長
）
　
町
の
二
十
代
か
ら

質問

渡辺久一郎　議員

質問

秋田谷　和　文　議員　　渡　辺　久一郎　議員

中　島　英　臣　議員　　髙　尾　壽　英　議員

秋　元　芳　江　議員　　内　海　繁　勝　議員

　　　　　　　　　６名登壇

秋田谷和文　議員
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■　議会だより　■

三
十
代
の
若
年
女
性
の
人
口

が
、
二
〇
一
〇
年
の
九
百
七
人
か

ら
、二
〇
四
〇
年
に
は
二
百
五
十
三

人
、
七
二
・
一
％
の
減
少
と
大
変
憂

慮
す
る
事
態
。

　
専
門
部
署
の
設
置
の
必
要
性
も

含
め
、し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

問
②
　
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
い
ま

だ
に
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
法
律
で
は
地
方
自
治
体
の
責
務

と
し
て
、温
室
ガ
ス
等
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
状
況
は
。

答
②
（
町
長
）
　
昨
年
街
路
灯
の
調

査
を
し
、町
全
体
の
現
況
を
把
握
し

た
。

　
町
全
体
の
街
路
灯
の
数
は
千
四

百
十
八
基
、年
間
の
電
金
料
金
は
、三

十
四
地
区
の
町
内
会
等
が
約
四
百

七
十
万
円
、
町
が
約
二
百
十
万
円
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
場
合
の
電
気
料
金

は
町
全
体
で
年
間
約
三
百
万
円
と

な
り
、約
三
百
八
十
万
円
削
減
で
き

る
。

　
工
事
費
用
は
、約
三
千
数
百
万
と

想
定
。
実
施
設
計
完
了
後
、国
な
ど

の
補
助
を
活
用
し
て
早
期
に
責
務

を
果
た
し
た
い
。

問
③
　
鳥
猟
銃
免
許
を
持
た
な
い

人
で
も
講
習
を
受
け
れ
ば
、罠
に
よ

る
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
補
助
者
に
な

れ
る
【
わ
な
特
区
】
の
質
問
を
二
年

前
に
も
し
た
。

　
現
在
、構
想
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

て
い
な
い
が
、何
が
ネ
ッ
ク
な
の
か
。

条
例
化
で
き
れ
ば
と
考
え
る
が
、所

見
を
。

　
五
月
二
十
三
日
に
改
正
鳥
獣
保

護
法
が
成
立
。
増
え
す
ぎ
た
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
農
作
物
や
生
態

系
に
深
刻
な
被
害
を
与
え
て
い
る

事
態
を
改
善
す
る
た
め
、捕
獲
を
強

化
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
問
題
に
な
る
の
は
ア
ラ
イ

グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
で
あ
る
。
外

来
種
で
繁
殖
力
が
非
常
に
強
く
、

放
っ
て
お
け
ば
手
の
つ
け
ら
れ
な

い
状
況
に
な
る
。

　
町
で
罠
を
用
意
し
、農
家
に
講
習

会
と
セ
ッ
ト
で
貸
し
出
す
制
度
を

確
立
し
て
ほ
し
い
。

答
③（
町
長
）　
県
有
害
鳥
獣
捕
獲

事
務
取
扱
要
領
が
改
正
さ
れ
、ど
こ

の
地
区
で
も
農
家
等
が
、猟
友
会
な

ど
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
か
ら

講
習
を
受
け
て
、捕
獲
の
補
助
者
と

し
て
、当
該
免
許
を
受
け
て
い
る
者

の
監
督
下
で
捕
獲
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
外
来
種
生
物

は
、環
境
省
の
外
来
生
物
法
に
基
づ

く
、ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
書

を
作
成
し
た
上
で
、農
家
の
方
々
の

研
修
会
を
開
き
、捕
獲
従
事
者
の
登

録
を
す
る
こ
と
で
、箱
わ
な
に
よ
る

捕
獲
が
可
能
。

　
今
後
は
、
県
・
猟
友
会
及
び
関
係

機
関
等
と
協
議
し
な
が
ら
、要
望
が

あ
れ
ば
捕
獲
機
の
貸
し
出
し
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
①
全
国
ス
キ
ー
大
会
の
ア
ル

　
　
ペ
ン
役
員
の
対
応
は
ど
う
す

　
　
る
の
か

　
　
②
消
流
雪
溝
の
整
備
は
計
画

　
　
ど
お
り
実
施
さ
れ
る
の
か

　
　
③
国
の
農
業
改
革
を
ど
う
捉

　
　
え
、町
の
農
業
を
再
生
さ
せ
る

　
　
の
か

問
①
　
全
国
大
会
と
な
る
と
選
手
、

選
手
関
係
者
、
大
会
役
員
、
応
援
す

る
方
々
、一
般
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
を

含
め
る
と
、ア
ル
ペ
ン
会
場
は
今
の

駐
車
場
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
は

目
に
見
え
る
が
、ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
。

　
役
員
の
方
々
が
雨
池
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
パ
ト
ロ
ー
ル
室

に
荷
物
や
ス
キ
ー
を
置
き
休
憩
し

て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
室
は
ケ
ガ

人
や
体
調
が
お
か
し
く
な
っ
た
方

に
対
処
す
る
た
め
の
部
屋
で
、役
員

の
休
憩
所
で
は
な
い
が
、ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
圧
雪
車
の
倉
庫
横
の
空
い
て
い

る
ス
ペ
ー
ス
に
仮
設
の
プ
レ
ハ
ブ

を
と
い
う
要
望
が
出
て
い
る
が
、対

応
出
来
る
か
。

答
①
（
町
長
）
　
ア
ル
ペ
ン
会
場
の

駐
車
場
問
題
は
、ス
キ
ー
大
会
事
務

局
と
し
て
、旧
大
鰐
高
校
の
敷
地
の

一
部
や
近
く
の
場
所
を
駐
車
場
と

し
て
貸
し
て
も
ら
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

　
旧
山
荘
の
向
か
い
の
駐
車
場
の

利
用
を
広
く
宣
伝
し
て
い
く
。
ほ

か
に
良
い
方
法
が
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。

　
全
国
的
な
大
会
な
の
で
、役
員
の

休
憩
場
所
や
荷
物
置
き
場
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
た
い
。

　
仮
設
の
プ
レ
ハ
ブ
は
、大
会
予
算
、

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
可
能
か

ど
う
か
、
検
討
し
た
い
。

問
②
　
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
中
に
五
つ
ほ
ど
、消
流
雪
溝
の

整
備
事
業
が
あ
る
が
、計
画
ど
お
り

実
施
す
る
の
か
。

答
②
（
町
長
）
　
消
流
雪
溝
の
整
備

計
画
は
、町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
あ
る
三
ツ
目
内
・
居
土
・
苦
木
・

唐
牛
・
森
山
の
五
地
区
を
予
定
し
て

い
る
。

　
平
成
二
十
六
年
度
中
に
各
地
区

と
協
議
を
進
め
、平
成
二
十
七
年
度

に
水
源
の
確
保
・
流
末
処
理
等
の
調

査
を
行
い
、
条
件
が
整
い
次
第
、
平

成
二
十
八
年
度
以
降
順
次
工
事
を

す
る
予
定
。

　
そ
の
他
の
地
区
も
消
流
雪
溝
の

整
備
が
必
要
な
箇
所
は
、十
分
検
討

し
て
い
く
。

問
③
　
国
は
農
業
に
対
す
る
政
策

と
し
て
、規
制
を
変
え
る
こ
と
で
農

業
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
大
企
業
の
利
益
追
求
を
優
先
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
改
革
案
は
、見
て
く
れ
は
い
い

が
、ど
う
見
て
も
地
域
農
業
の
崩
壊

に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
大
鰐
の
よ
う
に
中
山
間
地
域
は

大
規
模
集
約
化
に
は
限
界
が
あ
り
、

大
企
業
は
目
を
向
け
て
も
く
れ
な
い
。

　
企
業
を
優
先
さ
せ
る「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
は
、
今
ま
で
支
え
あ
っ

て
生
き
て
き
た
地
域
の
崩
壊
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
減
反
制
度
の
見
直
し
の
影
響
と

高
齢
化
で
休
耕
田
、休
耕
地
が
増
え

続
く
大
鰐
地
域
。

　
農
業
改
革
を
行
い
、輸
出
を
拡
大

し
よ
う
と
す
る
国
の
方
針
と
大
鰐

の
地
域
農
業
は
ど
う
考
え
て
も
結

び
つ
か
な
い
。

　
農
業
を
主
に
し
て
町
を
再
生
さ

せ
よ
う
と
す
る
町
長
は
、国
の
農
業

改
革
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、町
の
農

業
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
。

質問

中島英臣　議員



・●　11　●・

●―――広報　おおわに・平成26年８月号―――●

答
③（
町
長
）　
当
町
の
農
業
は
、生

産
基
盤
の
大
半
が
中
山
間
地
域
に

位
置
し
て
お
り
、大
規
模
な
農
地
集

積
が
大
変
難
し
い
状
況
だ
が
、中
山

間
地
域
の
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、人
材
の
確
保
と
農
地

集
積
を
は
じ
め
、集
落
営
農
等
の
法

人
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、地
域
住

民
を
含
め
た
、多
様
な
担
い
手
と
の

連
携
に
よ
り
、当
町
の
豊
富
な
地
域

資
源
を
活
か
し
た
取
組
み
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
が
活
性
化
さ
れ
、
さ

ら
に
は
、
新
た
な
雇
用
・
人
口
増
加

を
産
み
出
せ
れ
ば
、中
山
間
地
域
に

お
け
る
農
業
の
再
生
と
、町
全
体
の

経
済
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
回
の
政
府
の
農
業
改
革
に
つ

い
て
は
、地
域
農
業
の
発
展
に
懸
念

も
あ
る
が
、今
後
、国
・
県
及
び
農
協

等
の
動
向
を
見
据
え
て
、関
係
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
慎
重
に
対
処

し
て
い
く
。

　
　
①
旧
大
鰐
町
農
協
に
図
書
室

　
　
の
設
置
と
学
童
保
育
を
実
施

　
　
す
る
考
え
は
な
い
か

問
①
　
教
育
委
員
会
で
は「
教
育
は

人
づ
く
り
」
の
原
点
に
立
ち
「
第
二

次
大
鰐
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
の
自
主

的
な
読
書
活
動
の
推
進
、環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、町
に
は
図

書
館
が
な
い
。

　
小
・
中
学
校
、中
央
公
民
館
、福
祉

セ
ン
タ
ー
に
は
図
書
室
が
あ
る
が
、

環
境
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
の
実
施
も
必
要
で
あ
る
。

　
旧
町
農
協
の
建
物
を
借
り
て
、中

央
公
民
館
の
図
書
室
を
移
転
し
、子

ど
も
た
ち
に
本
の
面
白
さ
を
伝
え

る
と
同
時
に
放
課
後
の
学
童
保
育

の
実
施
等
に
最
適
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
①（
教
育
長
）　「
教
育
は
人
づ
く

り
」
の
原
点
に
立
ち
、
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育

成
を
図
っ
て
い
る
。

　
旧
町
農
協
の
建
物
の
リ
フ
ォ
ー

ム
、賃
貸
料
金
等
も
必
要
に
な
る
の

で
、町
長
や
財
政
担
当
と
も
話
し
合

い
検
討
し
た
い
。

　
　
①
火
災
の
被
災
者
に
今
後
ど

　
　
う
取
組
ん
で
い
く
の
か

　
　
②
夏
休
み
・
冬
休
み
期
間
中
、

　
　
中
央
公
民
館
で
の
学
童
保
育

　
　
の
実
施
を
要
望
す
る

　
　
③
介
護
予
防
モ
デ
ル
事
業
の

　
　
実
態
を
調
査
し
、町
の
対
応
策

　
　
を
示
せ

　
　
④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を

　
　
導
入
し
て
町
を
元
気
に

　
　
⑤
つ
つ
じ
ま
つ
り
の
出
店
時

　
　
間
を
町
は
ど
う
考
え
る
か

問
①
　
四
月
二
十
七
日
の
九
十
九

森
の
火
災
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
た

ち
に
対
す
る
役
場
の
対
応
が
、と
て

も
冷
た
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
着
の
身
着
の
ま
ま
で
焼
け
出
さ

れ
て
住
む
所
ど
こ
ろ
か
着
替
え
も

な
い
状
態
で
、一
番
頼
り
に
な
る
の

は
役
場
の
存
在
で
は
な
い
か
。

　
住
む
所
を
探
す
に
し
て
も
大
鰐

に
は
町
営
住
宅
が
な
い
た
め
、被
災

し
た
方
た
ち
が
す
ぐ
に
入
れ
る
所

が
な
い
。
情
報
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
的
確
な
情
報
を
被
災
さ
れ
た

方
た
ち
に
発
信
す
る
の
が
役
場
の

仕
事
と
考
え
る
。

　
今
回
を
教
訓
に
被
災
さ
れ
た
方

た
ち
に
迅
速
に
的
確
な
情
報
と
温

か
い
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
こ

と
を
強
く
望
む
が
、今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

答
①
（
町
長
）
　
住
宅
を
全
焼
さ
れ

た
数
名
の
方
が
後
日
来
庁
さ
れ
、今

後
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い

る
。

　
今
後
も
、災
害
等
が
発
生
し
た
場

合
に
は
的
確
・
迅
速
に
対
応
し
、
常

に
最
新
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。

問
②
　
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
は
、町
と
し
て
重
要
課
題

の
一
つ
で
は
な
い
か
。

　
放
課
後
に
公
民
館
に
通
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
親
御
さ
ん
に
要

望
、意
見
な
ど
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
。
町
の
一
方
的
な
判
断
で
事
を

進
め
る
の
で
は
な
く
、利
用
し
て
い

る
人
の
便
宜
を
図
る
こ
と
が
一
番
。

　
夏
休
み
・
冬
休
み
に
公
民
館
で
子

ど
も
ク
ラ
ブ
の
早
期
実
現
を
望
む

が
ど
う
か
。

答
②
（
町
長
）
　
要
望
や
意
見
を
聞

い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、早
い
機
会

に
聞
い
て
み
た
い
。
要
望
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

　
小
学
校
の
統
廃
合
を
控
え
て
い

る
状
況
も
踏
ま
え
、
中
央
公
民
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
中
央
児
童
館
、

学
校
な
ど
で
の
実
施
も
含
め
、検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
③
　
国
の
介
護
予
防
モ
デ
ル
事

業
に
参
加
し
て
い
る
東
京
都
荒
川

区
で
は
、腰
痛
で
掃
除
な
ど
が
困
難

な
八
十
代
の
女
性
が
、十
年
以
上
受

け
て
き
た
「
生
活
援
助
」
を
一
三
年

度
末
で
打
ち
切
ら
れ
た
。

　
女
性
は
要
支
援
一
と
認
定
さ
れ

て
い
る
の
に
、介
護
保
険
で
受
け
ら

れ
る
「
生
活
援
助
」
を
や
め
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
「
家
事
支
援
」
に
す
る

よ
う
再
三
迫
ら
れ
た
と
か
。

　「
家
事
支
援
」で
は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
比
べ
、高
額
に
な
る
。
要
支

援
と
認
定
さ
れ
て
い
る
人
の
中
に

は
認
知
症
の
方
も
少
な
く
な
い
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
で
プ
ロ
の
方
に
診
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、今
の
状
態
が

保
た
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　
こ
れ
が
自
治
体
任
せ
に
な
り
、介

護
保
険
か
ら
卒
業
さ
せ
ら
れ
る
事

態
に
な
れ
ば
町
の
財
政
を
圧
迫
し
、

利
用
者
も
負
担
が
増
え
る
上
に
、サ
ー

ビ
ス
は
低
下
す
る
と
い
う
悪
循
環

に
陥
る
。

質問

質問

質問

秋元芳江　議員

髙尾壽英　議員
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モ
デ
ル
事
業
参
加
の
自
治
体
の

実
態
を
調
査
し
、対
策
を
練
ら
ね
ば

と
考
え
る
が
、現
時
点
で
の
対
策
は

あ
る
か
。

　
利
用
者
の
立
場
に
立
ち
、こ
の
よ

う
な
法
案
に
対
し
反
対
の
声
を
上

げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
③
（
町
長
）
　
介
護
予
防
給
付
の

地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
は
、ま
だ

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　「
市
町
村
介
護
予
防
強
化
推
進
事

業
」の
モ
デ
ル
事
業
参
加
自
治
体
の

状
況
把
握
な
ど
を
含
め
、要
支
援
者

等
に
対
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

　
反
対
の
声
を
上
げ
る
べ
き
と
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、三
月
議
会
で
の

答
弁
の
と
お
り
、県
や
関
係
機
関
と

と
も
に
制
度
が
充
実
す
る
よ
う
要

望
等
し
て
い
き
た
い
。

問
④
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
は
、工
事
の
内
容
に
制
限
も
な
く
、

ど
ん
な
小
さ
い
工
事
で
も
適
用
に

な
る
。
ど
ん
な
と
き
に
も
使
え
る

の
が
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
良
さ
で
あ
る
。

　
工
事
の
発
注
先
は
大
鰐
に
居
住

し
て
い
る
業
者
に
限
る
こ
と
。
こ

れ
で
町
の
中
に
お
金
が
回
る
。
確

か
に
最
初
は
助
成
す
る
お
金
が
必

要
だ
が
、波
及
効
果
は
十
五
倍
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
五
所
川
原
市
は
こ
の
制
度
を
実

践
し
て
成
功
し
て
い
る
。

答
④
（
町
長
）
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
は
、当
町
で
は
平
成
二
十

四
年
度
と
平
成
二
十
五
年
度
に
実

施
し
た
。

　
こ
れ
は
県
の
補
助
金
が
あ
っ
た

た
め
実
施
し
た
も
の
で
、今
年
度
は

補
助
金
が
打
ち
切
り
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、助
成
制
度
は
実
施
し
て
い

な
い
。

　
本
制
度
は
地
域
活
性
化
と
地
域

経
済
の
波
及
効
果
が
大
き
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、有
利
な
財
源
確
保
と
補

助
要
件
の
調
整
を
図
り
、助
成
制
度

の
創
設
を
検
討
し
て
い
く
。

問
⑤
　
今
年
の
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

で
残
念
な
こ
と
は
、出
店
の
終
わ
る

時
間
が
早
い
こ
と
で
あ
る
。

　
町
外
や
県
外
の
お
客
様
は
、せ
め

て
薄
暮
ま
で
は
出
店
し
て
い
る
の

が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
お
客
様
の
立
場
に
立
っ

た
も
の
に
す
る
た
め
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
町
民
に
呼
び
掛
け
て
み
て
は

ど
う
か
。

　
車
い
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、も
う

少
し
遅
く
ま
で
い
て
ほ
し
い
。

　
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」
は
町
の
祭
り

と
考
え
て
町
民
皆
で
支
え
ら
れ
た

ら
も
っ
と
素
敵
な
祭
り
に
な
る
と

思
う
が
、賛
助
し
て
い
る
町
の
考
え

は
。

　
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」
も
素
晴
ら
し

い
が
、わ
ん
ぱ
く
広
場
の
桜
が
見
事

だ
と
言
う
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
見

に
来
て
く
れ
る
人
を
増
や
す
町
の

方
策
は
あ
る
か
。

答
⑤
（
町
長
）
　
主
催
者
の
観
光
協

会
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
で
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
現
在
の
出
店
時

間
を
決
め
て
い
る
。
出
店
と
車
い

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、観

光
協
会
で
決
め
た
時
間
帯
を
尊
重

し
た
い
。

　
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
桜
も
隠
れ
た

名
所
の
一
つ
と
思
う
。
町
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
観
光
協

会
や
商
工
会
な
ど
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

　
　
①
社
協
は
公
益
法
人
と
し
て

　
　
責
務
を
果
た
せ
て
い
る
か

　
　
②
次
期
県
議
選
に
か
か
る
思

　
　
い
を
述
べ
よ

　
　
③
防
災
事
業
の
財
源
確
保
の

　
　
た
め
の
個
人
住
民
税
の
臨
時

　
　
増
税
と
は

　
　
④
今
の
大
鰐
町
に
積
極
的
な

　
　
財
政
支
出
を
求
め
て
も
無
理

　
　
な
相
談
か

　
　
⑤
町
の
地
理
的
優
位
性
を
生

　
　
か
す
政
策
を
こ
れ
ま
で
以
上

　
　
に
探
求
す
べ
き

問
①
　
こ
れ
ま
で
県
内
各
地
で
発

生
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
金
銭

に
ま
つ
わ
る
不
祥
事
が
後
を
絶
た

ず
、誠
に
残
念
な
こ
と
に
大
鰐
町
社

会
福
祉
協
議
会
も
例
外
で
な
か
っ

た
。
　

　
大
鰐
町
社
協
の
会
計
責
任
者
は

事
務
局
長
で
あ
り
、直
ち
に
辞
職
す

べ
き
事
務
局
長
の
責
任
が
不
問
に

付
さ
れ
、結
末
は
こ
の
者
に
な
り
代

わ
り
、二
人
の
役
職
員
が
詰
め
腹
を

斬
ら
さ
れ
た
。
い
ま
だ
に
そ
の
地

位
に
し
が
み
つ
く
事
務
局
長
に
対

す
る
認
識
を
。

　
町
社
協
は
新
年
度
一
人
の
職
員

を
採
用
し
た
。
公
募
で
採
用
試
験

を
実
施
し
、町
内
の
複
数
の
住
民
も

応
募
し
た
が
、採
用
さ
れ
た
の
は
町

外
の
者
で
あ
る
。

　
町
社
協
が
作
成
し
た
社
協
職
員

に
対
し
て
実
施
す
る
と
し
た「
平
成

二
十
六
年
度
研
修
計
画
書
」が
あ
る

が
、こ
の
作
成
期
日
は
平
成
二
十
六

年
三
月
二
十
八
日
で
、こ
の
時
点
で

は
新
規
採
用
職
員
が
決
ま
っ
て
い

な
い
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
採
用
試
験
を

受
け
た
町
外
の
者
の
氏
名
が
、四
月

一
日
か
ら
町
社
協
の
職
員
と
し
て
、

こ
れ
に
既
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、採

用
試
験
の
結
果
が
最
初
か
ら
決
ま
っ

て
い
た
デ
キ
レ
ー
ス
以
外
の
何
物

で
も
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
の
認
識
を
。

　
前
保
健
福
祉
課
長
の
話
に
よ
る

と
、町
社
協
か
ら
二
人
の
理
事
を
推

薦
し
て
ほ
し
い
と
の
打
診
が
あ
り
、

そ
の
内
の
一
人
は
常
勤
の
常
務
理

事
と
い
う
こ
と
。
そ
の
際
常
務
理

事
に
元
役
場
総
務
課
長
の
名
を
挙

げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、町
長
は
一
昨
年

の
十
二
月
議
会
で「
こ
れ
ま
で
の
慣

例
で
元
役
場
職
員
を
指
名
し
た
と

聞
い
て
い
る
。
」
、「
常
務
理
事
は
社

協
の
業
務
全
体
の
高
度
な
判
断
を

業
務
と
す
る
。
」
と
述
べ
た
。

　
現
在
そ
の
任
に
あ
る
人
物
は
、公

内海繁勝　議員

質問
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議
会
だ
よ
り
は
、町
議
会

議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

広
報
委
員
会
が
編
集
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、議
事
録
は
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

益
団
体
に
属
す
る
者
と
し
て
、問
題

が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
こ
と
の
考
え
を
。

　
社
会
福
祉
法
第
百
九
条
第
五
項

で
は
「
関
係
行
政
庁
の
職
員
は
、
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
」と
定
め
て
お

り
、常
任
役
員
ら
に
対
し
て
監
視
す

る
役
務
を
担
う
べ
く
、役
場
か
ら
役

員
の
派
遣
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
考
え
は
。

答
①
（
町
長
）
　
町
社
協
職
員
に
よ

る
横
領
事
件
の
後
に
、当
時
の
会
長

と
常
務
理
事
が
辞
職
さ
れ
、事
務
局

長
は
減
給
の
処
分
を
受
け
て
お
り
、

相
応
の
責
任
は
と
ら
れ
た
と
理
解

し
て
い
る
。

　
職
員
採
用
の
事
実
関
係
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、今
回
採
用
さ
れ
た
職

員
は
、従
前
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て

社
協
に
勤
務
し
て
お
り
、平
成
二
十

六
年
三
月
に
公
募
に
よ
り
実
施
し

た
採
用
試
験
を
経
て
、正
職
員
と
し

て
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
試
験
及
び
採
用
は
、社
協
の
責
任

で
適
正
に
実
施
さ
れ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

　
研
修
計
画
書
に
は
、臨
時
職
員
と

し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、当
該
職
員

の
採
用
を
前
提
と
し
た
計
画
書
で

は
な
い
と
の
こ
と
。
　

　
理
事
の
推
薦
は
、町
は
社
協
か
ら

の
依
頼
で
二
年
ご
と
に
学
識
経
験

者
二
名
を
推
薦
し
て
い
る
。
平
成

二
十
五
年
三
月
の
推
薦
は
、今
回
の

不
祥
事
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、経
験
者
で
あ
る
現
在
の
常
務
理

事
と
新
規
に
県
職
員
Ｏ
Ｂ
一
名
の

計
二
名
を
推
薦
し
た
。

　
町
は
、あ
く
ま
で
理
事
と
し
て
推

薦
し
て
お
り
、常
務
は
理
事
の
中
か

ら
会
長
が
指
名
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
町
職
員
が
社
協
の
役
員
と
な
る

件
は
、必
要
性
や
近
隣
市
町
村
の
動

向
等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

問
②
　
来
季
の
県
議
選
だ
が
、故
人

の
小
田
桐
氏
以
来
、久
方
振
り
に
町

か
ら
県
政
に
人
材
を
送
り
込
む
こ

と
は
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
県
議
会
議
員
を
輩
出
す
る
と
し

て
、最
も
大
事
な
こ
と
は
、
立
候
補

す
る
方
の
人
格
、信
条
で
あ
り
、
態

度
や
発
言
に
全
く
表
裏
の
な
い
誠

実
性
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
う
す
る
と
選
択
肢
は
限
ら
れ

て
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
候
補

者
と
し
て
適
任
な
方
が
ほ
か
に
お

り
、町
長
を
先
頭
に
議
会
の
多
数
を

上
げ
て
、支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
②（
町
長
）　
町
か
ら
県
議
会
議

員
を
輩
出
す
る
こ
と
は
、県
政
と
町

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

　
県
議
選
に
は
、答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。

問
③
　
消
費
税
が
四
月
か
ら
八
％

に
増
税
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
臨

時
増
税
の
一
環
と
し
て
、地
方
税
の

う
ち
、
個
人
住
民
税
に
当
た
る
「
県

民
税
」並
び
に「
町
民
税
」の
均
等
割

が
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
上
乗
せ
さ
れ
、

合
わ
せ
て
千
円
の
増
税
と
な
り
、そ

の
期
間
は
本
年
度
か
ら
十
年
間
と

い
う
も
の
。

　
増
税
分
の
使
い
道
は
、全
国
の
地

方
自
治
体
が
行
う
災
害
時
の
避
難

道
路
の
整
備
や
、防
災
事
業
の
経
費

に
充
当
す
る
と
い
う
こ
と
。

　
町
の
場
合
、増
税
に
よ
る
単
年
度

及
び
十
年
間
で
見
て
い
る
増
収
額

は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
今
後
、こ
の
増
税
分
を
財
源
に
し

た
防
災
対
策
に
か
か
る
町
単
独
に

よ
る
具
体
的
な
事
業
計
画
が
あ
る

の
か
否
か
。

答
③（
町
長
）　
増
税
額
は
、平
成
二

十
六
年
度
均
等
割
の
課
税
者
が
四

千
二
百
人
で
、こ
れ
に
五
百
円
を
掛

け
て
二
百
十
万
円
、十
年
間
で
は
二

千
百
万
円
に
な
る
。

　
具
体
的
な
事
業
計
画
は
、貴
重
な

財
源
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、単
独
・

補
助
事
業
問
わ
ず
、一
般
財
源
が
伴

う
防
災
対
策
事
業
に
充
当
し
て
い

き
た
い
。

問
④
　
平
成
二
十
四
年
度
の
一
般

会
計
の
決
算
で
は
、実
質
公
債
費
比

率
は
「
二
一
・
五
％
」
、
将
来
負
担
比

率
は
「
三
一
三
％
」
で
い
ま
だ
高
い

数
値
に
あ
る
。

　
町
の
財
政
は
、極
め
て
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
と
捉
え
て
間

違
い
な
い
。
多
額
な
債
務
を
抱
え

て
い
る
町
の
財
政
状
況
に
照
ら
し

て
み
た
と
き
、町
長
自
身
が
考
え
て

い
る
新
た
な
政
策
や
思
い
、議
会
が

提
示
す
る
要
望
を
町
の
政
策
に
反

映
す
る
こ
と
な
ど
、そ
の
実
現
自
体
、

こ
れ
は
当
分
の
間
、無
理
な
相
談
な

の
か
否
か
。

答
④
（
町
長
）
　
財
政
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、議

会
及
び
町
民
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
新
た
な
施
策
の
実
行
に
当
た
っ

て
は
、
内
容
、
目
的
、
効
果
、
必
要
性

を
十
分
に
検
証
し
、今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
真
に
必
要
な
事
業

を
展
開
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

問
⑤
　
津
軽
地
域
で
実
質
的
に
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
街
は
、ほ
か
に

は
余
り
例
が
な
い
。
広
大
な
平
地

も
な
く
、地
理
的
に
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、大
き
な
発
展
性
は
全
く
望
む

べ
く
も
な
い
が
、こ
の
狭
隘
な
地
理

を
逆
に
観
光
に
生
か
せ
な
い
か
。

高
地
の
農
業
産
物
が
ほ
か
の
地
域

と
の
差
別
化
を
図
り
、大
鰐
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
け
な
い

の
か
。

　
町
の
自
然
や
地
理
的
特
性
を
生

か
し
た
毛
並
み
の
変
わ
っ
た
観
光

政
策
や
農
業
政
策
を
是
非
考
え
て

ほ
し
い
。

答
⑤
（
町
長
）
　
中
山
間
地
が
多
い

当
町
の
自
然
・
地
理
的
特
性
を
生
か

し
た
「
高
原
り
ん
ご
」
、「
大
鰐
ト
マ

ト
」等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
努
め
て

い
る
。

　
若
手
の
農
業
・
観
光
関
係
機
関
及

び
町
職
員
等
の
新
た
な
知
恵
と
発

想
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、当
町
の

農
業
と
観
光
の
将
来
像
を
描
く
た

め
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
が

必
要
と
考
え
る
。
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平成26年度国民健康保険税率等の改正について

　平成26年度より国民健康保険税は後期高齢者支援金分の課税限度額と、介護分の課税限度額が引き

上げられました。また、国民健康保険税の軽減の対象世帯に係る所得判定基準を見直しました。詳し

くは、先月お届けした平成26年度国民健康保険納税通知書を確認してくださるようお願いいたします。

区分
限度額（円）

改正前 改正後 　増減

基礎課税額（医療保険分） 510,000 変更なし 変更なし

後期高齢者支援金等課税額 140,000 160,000 20,000円増

介護納付金課税額 120,000 140,000 20,000円増

計 770,000 810,000 40,000円増

①課税限度額の改正

■改正の内容

●保健福祉課だより

（
地
独
）青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

り
ん
ご
研
究
所
参
観
デ
ー

▽
と
き
　
平
成
26
年
９
月
３
日（
水
）午
前
９
時

～
午
後
４
時
／
９
月
４
日（
木
）午
前
９
時
～
午

後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
り
ん
ご
研
究
所
　
黒
石
市
大
字
牡

丹
平
字
福
民
24

▽
行
事
内
容

①
特
設
コ
ー
ナ
ー
「
今
知
っ
て
お
こ
う
！
生
理

障
害
の
す
べ
て
」

②
研
究
成
果
の
資
料
展
示
、試
験
圃
場
の
公
開
、

相
談
コ
ー
ナ
ー

③
り
ん
ご
講
演
会

９
月
３
日(

午
前
10
時
～
11
時
30
分)

・
近
年
気
に
な
る
生
理
障
害

・
春
明
21
の
栽
培
と
品
質
管
理

・
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
と
殺
虫
剤
の
削
減

④
り
ん
ご
の
試
食
販
売

９
月
３
日(

午
後
１
時
～
２
時)

、９
月
４
日(

午

前
10
時
～
11
時)

　（
※
両
日
と
も
無
く
な
り
次

第
終
了
。９
月
３
日
は
ミ
ス
り
ん
ご
が
来
ま
す
！
）

⑤
り
ん
ご
史
料
館
と
油
彩
画
展
「
老
い
た
る
り

ん
ご
の
物
語
」

▽
併
設
催
事

①
農
業
機
械
ま
つ
り
（
黒
石
農
機
具
協
会
に
よ

る
展
示
と
販
売
）

②
農
業
資
材
、地
域
物
産
、農
業
図
書
な
ど
の
展

示
と
販
売

▽
そ
の
他
　
駐
車
場
は
東
公
園
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　(

地
独)

青
森
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所

52
―
２
３
３
１

●県産業技術センターだより

■国民健康保険税の問い合わせは　町役場保健福祉課　国保係48-2111内線316、317（福田、梅村）

②軽減の対象世帯に係る所得判定基準の見直し

軽減区分
　該当要件

改正前 改正後

基礎控除額（33万円） 変更なし

＝基礎控除額＋24 . 5万円×

（世帯主を除く被保険者数＋

特定同一世帯所属者数）

＝基礎控除額＋24.5万円×（被保

険者数＋特定同一世帯所属者数）

＝基礎控除額＋35万円×（被保険

者数＋特定同一世帯所属者数）

＝基礎控除額＋45万円×（被保険者

数＋特定同一世帯所属者数）

７割軽減

５割軽減

２割軽減

■　善意・住民生活課・県産業技術センター・保健福祉課だより　■
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■資源ごみ回収推進報奨金とは

　各種団体が中心となり資源物をまとめて回収業

者に売り渡し、リサイクルを進めていく運動を「集

団回収（廃品回収）」といいます。

　町では、集団回収を推進するため、集団回収を

行った団体に対し１Kgあたり４円の報奨金を交付

します。

■対象となる団体

　大鰐町に居住する者により組織されている次の

各団体となります。

　小学校・中学校ＰＴＡ、子ども会、幼稚園・保育園

父母の会、町内会、婦人団体、老人クラブ

など

■対象となる資源物

・紙類･･･新聞紙、雑誌類、ダンボール、紙パック

・缶類･･･アルミ缶、スチール缶

・びん類･･･一升びん、ビールびん、サイダーなどの

びん

■対象となる回収業者

　弘前資源再生事業協同組合または、青森県エコ・

リサイクル事業協同組合の組合員に限ります。

■報奨金の交付を受けるまでの流れ

①集団回収（廃品回収）を実施します。　　　　

②回収業者に「大鰐町資源ごみ集荷引取伝票」を記

入・押印してもらいます。　　　　

③「資源ごみ回収推進報奨金交付申請書」、「口座振

込依頼書」を記入・押印の上、②の「大鰐町資源ごみ集荷

引取伝票」を添えて町役場住民生活課に申請します。

④報奨金が指定口座に振り込まれます。

■申請書類の配布場所等

　町役場に来庁される場合は、役場住民生活課③番

窓口にて配布しております。ホームページよりダウ

ンロードされる場合は、下記「関連ＵＲＬ」の住民生

活課「資源ごみ回収推進報奨金制度」よりダウンロー

ドできます。

●住民生活課だより

ご存知ですか？

集団回収（廃品回収）で、

４円／Kgの報奨金が町から交付されます

■詳しくは　町役場住民生活課　生活環境係
 4 8－2 1 1 1内線3 2 6　関連U R L：h t t p : / /
www.town.owani.lg.jp/sinsei/

団体数・回数 10団体・29回

収集量 報奨金

新聞 36,360kg 145,440円

紙類
雑誌 16,600kg 66,400円

段ボール 10,036kg 40,144円

紙パック 970kg 3,880円

小　計 63,966kg 255,864円

缶類
アルミ 3,160kg 12,640円

スチール 40kg 160円

小　計 3,200kg 12,800円

大びん 2,896kg 11,584円

びん類 中びん 2,191kg  8,764円

小びん  2kg 8円

小　計 5,089kg 20,356円

合　計 72,255kg 289,020円

平成25年度の実績は次のとおりです。

善
意

ハ
ン
カ
チ
ツ
リ
ー
を
寄
贈

　
大
鰐
温
泉
観
光
協
会
（
会
長
山
口

多
喜
二
）、全
国
つ
つ
じ
の
小
径
愛
好

会
（
会
長
油
川
和
世
）
、
東
洋
建
物
管

理
株
式
会
社
弘
前
支
社
（
取
締
役
支

社
長
今
井
政
憲
）が
、ハ
ン
カ
チ
ツ
リ
ー

の
苗
木
を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
茶
臼
山
公
園
な
ど
に
植
樹

を
予
定
し
て
お
り
、
訪
れ
る
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
し
た
。

　
山
口
会
長
は
「
苗
木
は
中
嶋
一
成

氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
提
供
を
受
け
た

も
の
で
、
白
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
町
の

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
、
末
永
く

愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
※
ハ
ン
カ
チ
ツ
リ
ー
は
中
国
南
西
部
の

山
地
に
自
生
し
、
６
月
ご
ろ
に
白
い
ハ
ン

カ
チ
の
よ
う
な
包
葉
を
つ
け
る
大
変
め
ず

ら
し
い
木
で
す
。

開花を楽しみに植樹

●―――広報　おおわに・平成26年８月号―――●
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■　行事予報・広域連合だより　■

VOL.58

『いろんなイベントに出かけよう！』

■津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・

大鰐町・田舎館村・西目屋村の８市町村により、要介護認定審

査・障害支援区分判定審査のほか、各種ソフト事業などのさ

まざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

市町村イベントカレンダー

７
色
の
稲
が
織
り
な
す「
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
田
舎
館
村

　
田
舎
館
村
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は

今
年
も
美
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
第
１
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は「
富
士

山
と
羽
衣
伝
説
」。
昨
年
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
と
、文
化
遺

産
と
し
て
同
時
に
登
録
さ
れ
た
三

保
松
原
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
ま
つ
わ

る
羽
衣
伝
説
を
描
き
ま
し
た
。
第

２
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
今
年
で
ア
ニ

メ
放
送
45
周
年
を
迎
え
る「
サ
ザ
エ

さ
ん（
長
谷
川
町
子
美
術
館
）」。
親

子
３
世
代
の
日
常
を
描
く
お
な
じ

み
の
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
を
描
き
ま

し
た
。

　
ご
家
族
、ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
観
覧
会
場
…
第
１
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
＝
田
舎
館
村
展
望
台（
田
舎
館
村

役
場
６
階
）

第
２
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
＝
弥
生
の
里

展
望
所
（
道
の
駅
い
な
か
だ
て
「
弥

生
の
里
」
敷
地
内
）

▽
観
覧
日
時
…
10
月
13
日
（
月
）
ま

で
無
休（
９
月
28
日（
日
）は
田
舎
館

村
展
望
台
の
み
休
業
）　
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
最
終
入
館
は
午
後
４

時
30
分
）

　
※
８
月
31
日
（
日
）
ま
で
時
間
延

長
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

（
最
終
入
館
は
午
後
５
時
30
分
）

▽
入
館
料
…
各
会
場
と
も
大
人（
中

学
生
以
上
）２
０
０
円
、小
人（
小
学

生
）
１
０
０
円

◎
未
就
学
児
お
よ
び
障
害
者（
障
害

者
手
帳
等
を
提
示
し
た
と
き
の
み
）

は
無
料

◎
団
体
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　
田
舎
館
村
企
画

観
光
課
商
工
観
光
係

58
―
２
１

１
１
内
線
２
４
２
、
２
４
３

　

２
ｎ
ｄ
ク
ラ
フ
ト
小
径（
こ

み
ち
）
２
０
１
４
　
　

　
　
　
　
　
　
　
板
柳
町

　
野
外
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア「
ク
ラ
フ

ト
小
径（
こ
み
ち
）」を
開
催
し
ま
す
！

　
り
ん
ご
が
た
わ
わ
に
実
っ
た
秋

の
ア
ッ
プ
ル
モ
ー
ル
を
会
場
に
、日

本
全
国
か
ら
プ
ロ
の
ク
ラ
フ
ト
作

家
が
集
い
、各
々
の
作
品
を
展
示
販

売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
板
柳
の

情
報
が
つ
ま
っ
た
り
ん
ご
の
里
の

〝
小
径
〟
を
散
策
し
な
が
ら
、
作
家

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
随
時
更
新
！

http://craftkomichi.wordpress.

c
o
m▽

日
時
…
10
月
４
日（
土
）、５
日（
日
）

▽
場
所
…
中
央
ア
ッ
プ
ル
モ
ー
ル

板
柳
町
役
場（
板
柳
町
大
字
板
柳
字

土
井
２
３
９
―
３
）
近
く

▽
入
場
料
…
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
　
ク
ラ
フ
ト
小

径
実
行
委
員
会（

０
９
０
―
３
４

０
５
―
４
６
７
２
）

第１田んぼアート「富士山と羽衣伝説」

自慢の作品が勢揃い

●８月

14～20日　黒石よされ　日本三大流し

踊りの一つ。「エッチャホー、エッチャ

ホー」の掛け声で舞い踊ります。同実

行委員会（黒石商工会議所内）52-4316

16日　大川原の火流し　大川原の伝統

行事。わら舟に火をつけて中野川を若

者たちが進みます。　黒石市商工観光

課52-2111（内線407）

17日　ふるさと元気まつり2014　ねぷ

た運行・黒石よされなど、黒石の夏祭り

が一堂に結集。打ち上げ花火も有りま

す。　黒石青年会議所52-3369

20日　津軽花火大会 夏の夜空に約

4,000発の花火が打ち上げられ、夏まつ

りのフィナーレを飾ります。 藤崎町

商工会75-2370

●９月

７～９日　猿賀神社十五夜大祭　県下

獅子踊大会や山の神･里の神･海の神大

綱引き合戦等の様々な行事が行われま

す。　猿賀神社57-2016

13～14日　黒石こみせまつり 津軽三

味線やよさこいソーランの披露など、

地元ならではの様々なイベントが盛り

沢山。　同実行委員会（黒石商工会議

所内）52-4316

13～15日　あおもり10市大祭典inひろ

さき 県内10市の祭りや伝統芸能が

大集合！Ｂ級グルメ、スイーツなど食

や物産も販売します。　青森県都市共

同観光振興特別対策事業実行委員会事

務局支部（弘前市観光政策課）35-1128

20～21日　ひろさきりんご収穫祭　り

んご公園を会場に、弘前産りんごの出

来秋を祝い、さまざまなＰＲイベント

を行います。 弘前市りんご公園まつ

り事業実行委員会事務局40-7105

21日　第33回暗門祭 暗門神社の伝

統神事のほか、多彩なアトラクション

を開催。　目屋観光協会85-2800

28日　カルチュアロード2014　歩行者

天国になった土手町通りで、多彩な催

しや出店が盛りだくさんです。　カル

チュアロード実行委員会事務局090-

4314-1751

28日　第22回稲刈り体験ツアー　田ん

ぼアート「富士山と羽衣伝説」の稲刈り

体験ができます。　田舎館村役場企画

観光課商工観光係58-2111

●10月

４～５日　ひらかわフェスタ2014　地

場産品の販売や児童園児の食育活動の

紹介など、地産地消と食育を推進する

ひらかわフェスタ2014。　実行委員会

（平川市経済部農林課）44-1111

10～13日　津軽民謡短期大学　民謡を

愛する多くの方々に、伝統ある津軽民

謡手踊りを習得してもらうためのイベ

ント。 黒石観光協会52-3488

1 2日　りんごの里板柳まるかじりウ

オーク2014 ６、13、24ｋｍの３コー

ス！りんごもぎとり体験もあります。

板柳町教育委員会 生涯学習課72-

1800

17～19日　津軽の食と産業まつり　津

軽の「食」と「産業」をテーマに地元生産

品などを紹介。野外テント村や催しも

多数。　津軽の食と産業まつり運営協

議会事務局33-4111
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■天候等による日程の変更にご注意ください。

９月

行事予報
●―――広報　おおわに・平成26年８月号―――●

８月

１日（金）・３日（日）

９日（土）

17日（日）

○大鰐温泉ねぷたまつり合同運行（中学校前より19：00～）

○成人式（町総合福祉センター／受付10：30～・式典11：30～）

○灯篭流し（平川親水公園・19：00～／※雨天の場合は19日に順延）

７日（日）

５日（金）

27日（土）

28日（日）

○青森県民駅伝（アスパム前スタート／12：00）

○「ＡＯＭＯＲＩ花嵐桜組」よさこいライブ！イン大鰐!!（鰐come／11：00～）　

○大鰐町長寿福祉祭（町総合福祉センター／10：00～）

○第23回大鰐町学校音楽会（大鰐小学校体育館／13：00～）

○大鰐町総合防災訓練

ＥＶＥＮＴ

【
平
成
二
十
六
年
二
月
～
平
成
二
十
六
年
四
月
】

投
句
数

小
・
中
学
生
の
部

三
九
五
句

高
校
・
一
般
の
部

一
二
一
句

合
計

五
一
六
句

第
八
十
一
回
俳
句
箱

投
句
箱
入
選
句

●
俳
句
の
街
づ
く
り

■
優
秀
賞

●
小
・
中
学
生
の
部

は
る
っ
て
ね
い
っ
ぱ
い
は
い
く
つ
く
れ
る
よ

鰐
小
二
年

嶋
津
実
月

春
の
空
み
ず
い
ろ
一
し
ょ
く
そ
ま
っ
て
る

長
小
三
年

築
舘
桃
香

つ
つ
じ
さ
き
茶
う
す
山
も
楽
し
い
な

鰐
小
三
年

嘉
瀬
腎
仁
　

ブ
ラ
ン
コ
の
わ
き
で
た
ん
ぽ
ぽ
ゆ
れ
て
い
る

蔵
小
三
年
　

倉
橋
諒
太

弘
前
城
さ
く
ら
の
上
か
ら
の
ぞ
い
て
る

鰐
小
五
年

田
中
良
太

春
風
の
中
を
と
ば
し
て
走
り
き
れ

鰐
小
五
年

三
上
春
優

コ
ス
モ
ス
が
風
と
な
か
よ
く
あ
そ
ん
で
る

二
小
六
年

大
湯
梨
々
華

ス
キ
ー
場
消
え
な
い
雪
が
牛
も
よ
う

蔵
小
五
年

山
本
蒼
大

サ
イ
ダ
ー
の
ぷ
く
ぷ
く
あ
わ
が
わ
き
上
が
る

鰐
小
五
年

佐
藤
弘
基

校
庭
の
ま
だ
と
け
て
な
い
春
の
雪
　

蔵
小
六
年

藤
田
優
里

●
高
校
・
一
般
の
部

お
雛
様
早
や
ば
や
飾
る
寺
院
か
な

大
鰐
町

阿
保
律
子

さ
え
ず
り
の
坂
を
の
ぼ
れ
ば
手
古
奈
の
碑

黒
石
市

鎌
田
悟
朗

御
岩
木
山
は
嫁
の
ふ
る
さ
と
り
ん
ご
咲
く
　
長
野
県
佐
久
市

篠
原
時
江

桜
咲
く
小
さ
な
背
中
に
ラ
ン
ド
セ
ル

大
鰐
町

木
田
は
る
の
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■　お知らせ　■



















































































































訂正とお詫び
　広報７月号で掲載した一歳

の誕生日の誕生年が平成26年

（誤）、平成25年（正）となりま

す。訂正してお詫び致します。

■大鰐町役場企画観光課

受付　月～金（祝日・年末年始除

く）８時30分～12時、13時～16時

30分

■詳しくは　青森財務事務所　

017－774－6488

無料調停相談を開催

　弘前調停協会では、金銭問題

（過払金返還、債務返済、消費者金

融問題）交通、事故、相続、夫婦・

親子などの問題、土地・建物の問

題に関する調停手続きの利用に

ついて、裁判所の調停委員が相談

に応じます。事前の予約は不要

です。

とき　９月12日（金）午前10時～

午後４時　午前９時30分から受

付

ところ　弘前市立観光館（下白銀

町）１階　多目的ホール

■問い合わせ先　弘前調停協会

（青森地方裁判所弘前支部内）

32－4321（内線212）

第９回みどり香るまちづ

くり企画コンテスト

　優秀な企画に対しては、「香り

の樹木・草花」を無償で提供し、ま

ちづくりを支援します。

応募主体　地方公共団体、民間企

業、学校法人、ＮＰＯ、町内会や地

域のコミュニティなど

主催　環境省

募集期間　平成26年10月10日（当

日消印有効）

賞　環境大臣賞・・・苗・苗木提供

（100万円相当）など

　応募書類等詳しくはホーム

ページにてご確認ください。

■詳しくは　環境省みどり香る

まちづくり企画コンテスト　

ホームページhttp：//www.env.

go.jp/air/akushu/midori_machi/

index.html

布ぞうり作り体験教室参

加者募集

　家庭にある使い古しのタオル

や手ぬぐいを使って布ぞうりを

作ってみませんか？

とき　９月６日（土）午前９時半

～午後３時

ところ　弘前地区環境整備セン

タープラザ棟（弘前市大字町田字

筒井）

講師　尾崎行雄さん

参加料　無料

持ち物　タオル４枚（およそ35cm

×80cmの大きさ）・手ぬぐい２枚

（どちらも使い古しのもので構い

ません）、昼食　※当日は作業し

やすい服装でお越しください。

定員　20名（中学生～大人の方が

対象となります）

参加受付　８月17日（日）午前９

時から（受付の際は当施設での布

ぞうり作り教室に参加したこと

がない方を優先させていただき

ます）

■問い合わせ・申込先　弘前地区

環境整備センタープラザ棟36

－3388、受付時間は午前９時～午

後４時）　※月曜日は休館日で

す。月曜日が祝日の場合は翌日

が休館日となります。

自衛官募集案内

【自衛官候補生】

資格　1 8歳以上2 7歳未満の者

（男・女）

受付期間　男女　平成26年８月

１日（金）～平成2 6年９月９日

（火）

試験日

男子　平成26年９月26日（金）～

27日（土）

女子　平成26年９月29日（月）

試験場所　　　　　　

男子　陸上自衛隊弘前駐屯地（予

定）

女子　陸上自衛隊青森駐屯地（予

定）

【一般曹候補生】

資格　18歳以上27歳未満の者　

（昭和63年４月２日から平成９年

４月１日までの間に生まれた者）

受付期間　男女　平成26年８月

１日（金）～平成2 6年９月９日

（火）

試験日　男女　平成26年９月20

日（土）（一次試験）

試験場所　男女　千年交流セン

ター（弘前市大字原ヶ平五丁目１

番地13）予定

【航空学生（海・空）】

資格　18歳以上21歳未満の者（平

成６年４月２日から平成９年４

月１日までの間に生まれた者）

受付期間　男女　平成26年８月

１日（金）～平成2 6年９月９日

（火）

試験日　男女　平成26年９月23

日（火）（一次試験）

試験場所　男女　千年交流セン

ター（弘前市大字原ヶ平五丁目１

番地13）予定

■お問い合わせは　〒036－8093

弘前市城東中央三丁目9－19 自

衛隊弘前地域事務所27－3871

Eメール　aomori.pco.hirosaki

@rct.gsdf.mod.go.jp
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■
８
月
は
、
町
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）・
国
民
健
康
保
険
税
２
期
の
納
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東日本大震災に係る県税

の特例措置等のお知らせ

　東日本大震災により被害を受

けられた方々には、県税の特例措

置があります。

　例えば、被災した不動産（土地、

家屋）に代わる不動産を取得した

ときは、不動産取得税が軽減され

ます。

　詳しくは、下記までお問い合わ

せください。県ホームページ「県

税・市町村税インフォメーショ

ン」にも掲載しています。

■詳しくは　中南地域県民局県

税部32－4341（直通）

成年後見制度に関する講

演会のお知らせ

《人が自分らしく生きるために》

　身の回りに認知症や知的障害・

精神障害等で判断能力が不十分

な方や、高齢で財産管理や様々な

契約を結ぶ際にどうしたらいい

か分からない・・・という不安を抱

える方はいらっしゃいません

か？

　このような方を保護し、支援す

るのが「成年後見制度」です。

　本講座では、老後の生活設計を

含めた話を聞きながら、地域の人

たちが自分らしく生きるために

はどんな支援ができるのか一緒

に考え、「成年後見制度」をどのよ

うに利用すればいいのかわかり

やすくお話しします。

講師　藤本祥平（藤本司法書士

事務所）

場所　大鰐町中央公民館（４階

集会室）

開催日　平成26年８月27日（水）

時間　13：30～15：00

対象　大鰐町にお住いの方また

はお勤めの方

参加料　無料

■詳しくは　町役場保健福祉課

48－2111内線333（小野）　申し

込み先は　町中央公民館48－

3201

青森県赤十字血液セン

ターによる献血が実施さ

れます!!

　今、全国的に輸血に必要な血

液が不足しております。そのた

めには皆様のご協力が必要とな

りますので、献血について何卒

よろしくお願いいたします。

　献血バスが下記日程で来町し

ますので、皆さまのご協力をお

願いします。

献血予定日　平成26年８月22日

(金）

場所／時間　・特別養護老人

ホーム　大鰐ホーム　10時から

12時　・マックスバリュ新おおわ

に店　13時30分から16時

■詳しくは　町保健福祉課48

－2111内線310（嘉瀬）

平成26年度排水設備工事

責任技術者試験の実施案

内について

　青森県下水道協会による「平

成26年度排水設備工事責任技術

者試験」が実施されます。受験さ

れる方は町役場建設課下水道係

までお申し込みください。

試験日　平成26年10月22日（水）

14：00～

試験当日受付　13：30～13：55

試験会場　弘前文化センター（弘

前市下白銀町19-4）

試験手数料　8，000円（振込手数

料は別途必要）

申込受付日　平成26年８月18日

（月）～９月１日（月）　（土・日を

除く）

■手続き先・問い合わせ（申込書

配布・受付場所）は　町役場建設

課下水道係48－2111内線446

（石郷）

青森県立弘前高等技術専

門校《平成27年度入校生募集》

　平成27年４月入校生の一般試

験を下記のとおり実施します。

募集科名及び定員

自動車システム工学科　20名

建築システム工学科　　20名

応募資格　学校教育法による高

等学校卒業者（平成27年３月卒業

見込みの者を含む）又はこれと同

等以上の学力を有する者。

願書受付期間　平成26年10月６

日（月）～11月27日（木）

試験日　平成26年12月４日（木）

■詳しくは　弘前高等技術専門

校32－6805へお問い合わせ下

さい。

「多重債務相談窓口」のご

案内

　東北財務局青森財務事務所で

は、多重債務相談窓口を設置して

おります。借金等でお困りの方

は、お気軽にご相談ください。相

談は秘密厳守・無料です。

017－774－6488

場所　青森市新町2－4－25　青

森合同庁舎３階　青森財務事務所



・●　20　●・

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

発
行 

 

大
鰐
町
役
場
（
〒
〇
三
八
―
〇
二
九
二 

 

青
森
県
　
　
　
　
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽
黒
館
五
番
地
三
）
　
　
　
　
　
　
編
集 

 

企
画
観
光
課
　

〇
一
七
二
―
四
八
―
二
一
一
一
（
代
）

戸
籍
の
窓
口

●―――広報　おおわに・平成26年８月号―――●

■
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


０
１
７
―
７
２
２
―
３
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４
３

■
弘
前
市
市
民
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


０
１
７
２
―
３
４
―
３
１
７
９

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン


０
５
７
０
―
０
６
４
―
３
７
０

消費生活のご相談は

暮
ら
し
の
情
報
【
消
費
者
か
ら
の
相
談
事
例
】

大鰐町の人口と世帯数

平成26年６月末日現在

　　人  口　　　10,645人

　　前月比　　　（－ 20）

    　　男　　　4,908人

    　　女　　　5,737人

    世帯数    4,278世帯

　　前月比　　　（＋４）

【地区・九十九森】

工藤夏樹・愛実さんの子
め い

芽生ちゃん

（平成25年８月２日生まれ）

み

つ
き

浅
　
利
　
美
　
月
（
女
・
幸
正
）
森
山

た
い

ち

赤
　
平
　
大
　
知
（
男
・
優
）
森
山

じ
ょ
う

古
　
川
　
　
丈
　
（
男
・
寿
文
）
蔵
館
５
Ａ

さ

よ

こ

成
　
田
　
紗
代
子
（
女
・
厳
信
）
虹
貝

小
　
川
　
諒
　
子
（
77
歳
）
大
鰐
５
Ａ

■
６
月
受
付
分

はじめましてこんにちは

芽生です（＾O＾）

とっっっても活発で男勝りな

女の子です

納豆が大好き！食べるの大好き!!

皆さん宜しくね♪

●
見
守
り
新
鮮
情
報
　
第
１
９
３
号

困ったとき、
悩んだときは

原
　
子
　
明
　
弘
（
57
歳
）
元
長
峰

佐
　
藤
　
鉄
　
三
（
76
歳
）
鯖
石

下
　
山
　
ク
　
ニ
（
92
歳
）
折
紙
　

吹
　
田
　
喜
代
美
（
83
歳
）
大
鰐
２

山
　
下
　
ト
ミ
イ
（
80
歳
）
宿
川
原

前
　
田
　
ツ
　
ナ
（
94
歳
）
宿
川
原

浅
　
利
　
サ
ク
ラ
（
97
歳
）
森
山

角
　
田
　
ハ
ル
ヨ
（
93
歳
）
大
鰐
10

通
信
販
売
…
い
つ
の
間
に
か
定
期
購
入

に
な
っ
て
い
た

　
新
聞
広
告
を
見
て
健
康
食
品
を
電
話
で
注
文

し
た
。
数
日
後
代
引
き
で
届
き
、
代
金
を
支
払
い

受
け
取
っ
た
。
１
カ
月
後
に
同
じ
商
品
が
届
い

た
が
、請
求
書
も
な
か
っ
た
の
で
無
料
だ
と
思
い
、

飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
１
カ
月
後
、
６
千
円

の
振
込
用
紙
と
と
も
に
ま
た
健
康
食
品
が
送
ら

れ
て
き
た
た
め
、
驚
い
て
業
者
に
連
絡
を
し
た
と

こ
ろ
「
期
日
ま
で
に
断
り
の
電
話
が
な
か
っ
た
の

で
、定
期
購
入
に
な
っ
て
い
る
」と
言
わ
れ
た
。
定

期
購
入
を
申
し
込
ん
だ
覚
え
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
60
歳
代
男
性
）

■
ひ
と
こ
と
助
言

　
通
信
販
売
で
、
広
告
を
見
て
１
回
限
り
の
購
入

だ
と
思
っ
て
申
し
込
ん
で
も
、
定
期
的
に
商
品
を

購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　
通
信
販
売
を
利
用
す
る
際
は
、
商
品
の
特
徴
や

価
格
だ
け
で
な
く
、
購
入
や
返
品
の
条
件
、
送
ら

れ
て
き
た
商
品
に
同
封
さ
れ
た
書
類
な
ど
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
（
父
ま
た
は
母
）
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

亡
く
な
っ
た
人
（
年
齢
）
地
区
名


